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は じめ に

　 鉄道車両の デザイン は、近年 、あま り変化せず 、

旅客を輸送すれば い い と い うイメ ージ の ま まで あ

っ た。しか しL バ ス 、乗用車が発達 し、鉄道劉が

バ ス 、乗用車に対抗 して 、旅客 を確保す るため に、

車両の イン テ リア 、色彩 を重視するよ うにな っ た 、

　 この よ うな こ とか ら旅行者の ニ ーズ に 合 っ た客

車を開発するこ とにな り、まず昭和 56 〜 58 年、

旧国鉄東京鉄道管理 局の 1 サ ロ ン エ キ ス プ レ ス 」 、

同大阪鉄道管理局の 「サ ロ ン カーなにわ 」 の 開発

が計画、実施 された 。こ の 計画を参考に して 、同

名占屋鉄道管理 局に お い て 、欧風 客車 「ユ
ー

ロ ラ

イナー 1 が誕生す ることに な っ た 。利、 も、こ の プ

ロ ジェ ク トチームに 参加す るこ とが出来たの で ．

主に色彩計画な らびに デザイン面 に関して 、計画、

実施まで を分析 して みた い と思 う。

目的 と方法

　旧国鉄名古屋鉄道管理局では 、最近の 旅客の ニ

ーズ に応えて 、良質な輸送サービス を行うこ とに

よ り、少 しで も増収 をはか る こ とを 目的 として 、

車両の 新 ・改造が考えられた ，東京、大阪にお い

て 開発された車両を参考に、どこ にもない 特色を

も っ た 車両でな けれ ばな ちなか っ た 。

　名古屋 とい う地理 的な面か ち、若者の 夏山お よ

び ス キ
ー

客 を対象 とす る車両開発の ため 、多 くの

デ ィ ス カ ッ シ ョ ン の 上 、昭和 59 年 4 月か ち本格

的設計に入 り、60 年 2 月 、改造に着手 、全車両

が 10 月 に完成 した 。

　車両の 基本構想は 、っ ぎ の 通 りで ある。

  種車は 、 12 系客車改造型お よび新型客車 7 両

　 1編成 とす る 。

  定員は 、約 180 名。

  室 内は 、洋風 とし、若者対象の カ ジ ュ ア ル で 、

　モ ダンな イメ
ー

ジを保ち、カ フ ェ ラウ ン ジ を設

　け る 。

  ビデオ、オ
ー

デ ィ オサーピ ス を行 うこ とが　叮

　能で あるこ と。

  個室 とす る tt （4 人用 、6 人用 を設け る ）

  窓 の 幅広化 と、天窓の 採用。（天窓は 、近畿 日

　本鉄道の特急 をイメ
ージ したが 、旧国鉄初の サ

　 ン ル ー
フが付い た ）

  スキー
お よび リツ ク などの 荷物を収納出来る ス

　 ペ ース の 確保 。 （航空機に用い られて い る荷物

　入 れ 、コ ン ソ
ー

ル ボ ッ クス を使用）  囈体色は 、

　 明る く、薪鮮 な内部 とマ ッ チ した イメ ージ カラ

　 ーとす る。

　以上の よ うなこ とか ら車両の レ イア ウ トお よび

デザ イ ン と色彩計画の 範囲 を決定するこ とに した 。

　カラ
ーデザイン の 面で は 、

  幅広い 客層、特に若年層 を対象 とす るため 、車

　両の 外観、内部とも明る い 活動的なカラーイメ

　 ージ を主体 とする ，

  客室 の 壁面お よび天井は アイボ リー系 。
一一
部ブ

　 ラウン系 。

  床は 、グレ
ー
系と、

一
部ブラウ ン 系とす る。

  座 席は ，中間色の グ リーン 系をグ ラデーシ ョ ン

　 と して 使用 、ア クセ ン トカラ ーとす る f

  利用客の カラ フ ル な服装な どの 色が入 る こ とを

　考慮 して 、・座席以外には色 の 使用 を出来 るだ け

　避ける 。 （照明器具 、荷物人れ、設備機器な ど）

  カー
テ ン は 、窓側の 座 席色の 延長の イ メ ージで

　 イエ m 一系とす る 。

  カ フ ェ ラウ ン ジは 、よ り明 る く、カジ ュ ア ル な

　カ ラーイ メージ の 中に暖かみ の ある色 、オ レ ン
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　 ジを 主体とする 、

  展望車は 、壁がア イボ リ
ー系 （模様入 りオ レ ン

　ジ）。天井は 、ア イボ リー系 、床がブラウ ン 系。

　
一

部 、濃い オレ ン ジ。椅子は 、オ レ ン ジ 、カー

　テ ン は、 …部オ レ ン ジ系 を入れ アクセ ン トカ ラ

　
ー

とする．

　特に客車の 天井 ．壁面 の アイ ボ リー系使用は 、

鬮室 として の 小さな空間を天窓の 明るさと共に開

けたイメ
ージの 空間とするた め で あ っ た 。また色

彩を自然光と共に感 じさせ るため 、座席の グ ラ デ
ーシ ョ ン の つ け方は ．窓側を明る く、廊下側 を濃

い 色彩 と した 。

　以上 の よ うな内部 の 色彩計画の 結 果か ら、外観

の 車体色は、内部色との イ メ ージをマ ッ チ させた

色と して 、ラ イトペ ー
ル グレ

ー一地 に 、コ バ ル トブ

ル ーの 帯を 4 本 入れ 、落ち着 い た ざん親なイメ
ー

ジを表現 した 、
　 　 圏各内歸の使用色

一覧盗
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庫 　　 　　旦 　　 天井 　 ア ク セ ン トカ ラ ー　その 他
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　東京、大阪の 車両を参考に、設備機器の 色彩 を

考えたが 、名古屋の 「ユ ー
ロ ライナ ー

」 の 場合は 、

車 両として ．ど うして も使用せ ざる を得な い サ ッ

シの 色が強 く出て来 る ことは残念で あ っ た 。
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結果

　全車両は 、あま り多くの 色 を使用 しない で全体

をグ レー系 とブ ラウ ン系、アイボ リ
ー

系 とし、ア

ク セ ン トカラ
ー

に オレ ン ジ、グ リーン系 を利用 し

た が、残念なこ とに 、個室 の 床が ひ と つ お きに赤

に変更された 。

　前回の 論文 （昭和 63 年度関西支部大会講演予

稿集 P．17−18 ）で も述べた ように 、車両が公共的

なも の で あるために、用途に合 っ てい るだ けでは 、

好 きな材料お よび色彩 を使 うこ とが出来ず 、多く

の制限 をうけ 、色彩 も微妙な色が出なか っ た ．

考察

　個室車両は 、旧客車を利用 した の と違 い 、新造

されたため に 、デザ イン 面 は 、美 しく仕上が っ た

と思 う．色彩面は 、一
部、殘念な個所もあ っ た が 、

ど うにかまとま っ た と思 う。しか し、運行後 、見

学す る と、利用客の マ ナー
の 悪 さ もあ っ て 、床の

汚れ 防止 の た め 、色彩に無頓着に 、カ
ー

ペ ッ トを

二重敷 きにす るな ど、思 い が けない ことが多 く生

じて い るこ とに驚いた 。今後 もデザイ ン 、色彩 面

に 多くの 研究の 余地 を残 して しま っ た tt
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